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中高年ひきこもり初調査

ひきこもりの長期化、高年

齢化が深刻となる中、内閣府

は 年度、 ～ 歳を対象にし

た初の実態調査を行う。中高年層

にひきこもり状態の人がどの程度

いるかや生活状況、抱えている課

題を把握し、支援に役立てる狙い。

朝鮮有事で自衛隊対応検討 ２
地域の安全 走って見守り ３
国境の壁 建設再び要求 ４
泊食分離 進む四万温泉
上毛川柳で振り返る2017年

冬
眠
だ
ね
な
が
ら
楽
し
み
春
の
夢

（
伊
勢
崎
北
二
小
５
年

松
嶋

泰
生
）

☆
冬
眠
す
る
気
分
で
眠
っ
て
み
れ
ば
、

動
物
の
よ
う
に
春
が
楽
し
み
に
な
り
ま

す
。
春
に
な
っ
た
ら
し
て
み
た
い
こ
と

を
、
夢
に
見
る
の
で
し
ょ
う
。
（
佐
）

コンピューターが誤作動する恐れ

のある西暦二〇〇〇年問題を抱えた

年越しを直前に控え、行政機関や企

業などでは緊張感が高まっている。

（略）例年以上に期待と不安の入り

交じった一日になりそうだ。

慌ただしい年末年始だが、 年

代に移行するこの節目の年は、コン

ピューター誤作動に伴う混乱も懸念

され、関係者はピリピリしたムード

で年越しを迎えた。県内では県や市

町村、消防、民間企業含め約１万人

が警戒態勢を取ったという。幸い年

明けの１日、第二関門とされた仕事

始めの４日とも大きな混乱はなく、

平穏なスタートとなった。
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紹介された記事が掲

載された紙面は、こち

らよりご覧いただけま

す。 創刊130周年上毛

新聞プレーバック

【
と
】年
の
暮
れ
、

そ
の
年
に
あ
っ
た
苦

労
を
忘
れ
る
こ
と
な

ど
を
い
う
年
忘
れ
。

と
は
い
え
、
小
欄
で

１
年
を
思
い
返
し
て

み
る
▼
【
り
】
理
念
は
「
米
国

第
一
」
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が

１
月
誕
生
し
た
。
歴
史
を
改
ざ

ん
し
、
国
民
の
論
理
的
思
考
を

封
じ
る
様
子
を
描
い
た
近
未
来

小
説
『
１
９
８
４
年
』
の
人
気

と
重
ね
た（
１
月

日
）▼【
ど
】

動
物
園
随
一
の
人
気
者
、
ゾ
ウ

の
イ
ズ
ミ
が
死
ん
だ
。
１
９
６

４
年
に
桐
生
が
岡
動
物
園
に
来

て
以
来
、多
く
の
人
に
愛
さ
れ
、

お
別
れ
会
に
２
０
０
人
以
上
が

参
列
し
た
。
「
『
当
た
り
前
』

と
思
っ
て
い
た
日
々
の
あ
り
が

た
さ
を
痛
感
す
る
」
（
４
月

日
）
▼
【
し
】
衆
院
解
散
は
唐

突
だ
っ
た
。
新
党
結
成
な
ど
慌

た
だ
し
く
政
治
が
動
い
た
。「
森

友
・
加
計
学
園
隠
し
」
と
政
権

へ
の
反
発
も
強
か
っ
た
が
、
自

民
が
圧
勝
し
た
。
「
当
選
し
て

も
落
選
し
て
も
、
信
条
、
信
念

を
大
切
に
し
た
い
。
政
治
の
信

頼
は
そ
の
積
み
重
ね
だ
」
と
投

開
票
翌
日
の

月

日
に
書
い

た
▼
【
く
】
国
の
防
衛
に
つ
い

て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
北
朝

鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射

し
、
早
朝
に
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
が
作

動
し
た
。
「
対
話
を
あ
き
ら
め

ず
」
（
８
月

日
）
に
い
て
ほ

し
い
▼
【
れ
】
０
コ
ン
マ
１
秒

の
壁
が
厚
か
っ
た
陸
上
男
子
１

０
０
㍍
で
、
桐
生
祥
秀
選
手
が

９
秒

を
マ
ー
ク
し
、

秒

の
日
本
記
録
を
破
っ
た
。
「
人

間
は
い
っ
た
い
ど
こ
ま
で
速
く

走
れ
る
の
だ
ろ
う
」

９
月

日

人
間
の
可
能
性
に
期
待
す

る
言
葉
で
酉と

り

年
を
締
め
た
い
。
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沈
み
ゆ
く
夕
日
が
川
面
に
反

射
し
、
高
崎
市
の
観
音
山
丘
陵

に
立
ち
並
ぶ
住
宅
に
明
か
り
が

一
つ
、
ま
た
一
つ
と
と
も
る
‖

写
真
、
綱
島
徹
撮
影
。
緑
濃
き

こ
の
丘
陵
地
周
辺
に
は
、
今
年

月
に
国
連
教
育
科
学
文
化
機

関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
「
世
界
の

記
憶
」
に
登
録
さ
れ
た
三
つ
の

古
代
碑
「
上
野
三
碑
」
が
存
在

す
る
。

世
界
の
記
憶
は
世
界
遺
産
、

無
形
文
化
遺
産
に
並
ぶ
ユ
ネ
ス

コ
の
三
大
遺
産
事
業
。
登
録
に

よ
る
見
学
者
の
増
加
に
対
応
す

る
た
め
、
市
教
委
は
三
碑
を
無

料
で
巡
回
す
る
「
上
野
三
碑
め

ぐ
り
バ
ス
」
を
運
行
さ
せ
、
見

学
者
の
便
利
な
足
と
な
っ
て
い

る
。
三
碑
を
軸
と
す
る
地
域
活

性
化
や
観
光
振
興
を
目
指
す
市

民
団
体
「
上
野
三
碑
を
つ
な
ぐ

会
」
も
発
足
、
休
憩
用
の
カ
フ

ェ
や
漬
物
販
売
店
を
実
現
さ
せ

た
ほ
か
、
無
料
動
画
サ
イ
ト
に

よ
る
Ｐ
Ｒ
な
ど
も
検
討
中
だ
。

三
碑
の
登
録
は
漢
字
や
仏
教

な
ど
の
渡
来
文
化
の
広
が
り

や
、
東
ア
ジ
ア
の
交
流
、
多
民

族
に
よ
る
共
生
社
会
を
形
成
し

て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
的
価

値
が
評
価
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
今
年
は
１
月
に
移
民
の

排
斥
や
差
別
発
言
を
繰
り
返
し

た
ト
ラ
ン
プ
氏
が
米
大
統
領
に

就
任

そ
の
後

北
朝
鮮
に
よ
る

弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
や
核
実

験
、
世
界
各
地
で
の
民
族
対
立

な
ど
世
界
平
和
か
ら
は
ほ
ど
遠

い
ニ
ュ
ー
ス
が
相
次
い
で
報
じ

ら
れ
た
。
東
ア
ジ
ア
の
片
隅
に

い
た
古
代
人
に
で
き
た
共
生
が

現
代
人
に
で
き
な
い
と
は
…
。

夜
の
闇
が
深
く
な
る
中
、
２

０
１
７
年
を
惜
し
む
よ
う
に
鳴

い
て
い
た
鳥
の
声
も
聞
こ
え
な

く
な
っ
た
。
厳
し
い
寒
風
が
吹

く
。
世
界
を
覆
っ
た
対
立
と
い

う
〝
雲
〞
が
吹
き
払
わ
れ
、
新

年
が
皆
に
と
っ
て
明
る
い
年
と

な
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。

共
生
社
会

新
年
に
託
す
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ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト

県
勢
３
大
会
ぶ
り

土屋良輔選手佐藤綾乃選手
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備
蓄
倉
庫

貯
水
槽

ヘ
リ
ポ
ー
ト

防
災
公
園
を
整
備

藤
岡
市

21
年
度
完
成
目
指
す

自
殺
対
策
推
進
計
画

数
値
目
標
を
設
定

前
橋
市
が
素
案

い
じ
め
や
過
労
に
よ
る
自
殺

が
社
会
問
題
と
な
る
中
、
前
橋

市
は
自
殺
対
策
推
進
計
画
（
２

０
１
８
〜

年
度
）
の
素
案
を

ま
と
め
た
。
数
値
目
標
と
し
て

人
口

万
人
当
た
り
の
自
殺
者

数
を
、

年
と
比
べ
３
割
少
な

い

・
７
人
以
下
に
す
る
と
設

定
。
最
終
的
に
「
自
殺
者
ゼ
ロ

を
目
指
す
」
と
し
た
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
子
ど
も
や
労
働
者
、
高
齢

者
と
い
っ
た
、
市
民
の
立
場
に

沿
っ
た
対
策
を
推
進
す
る
。
相

談
窓
口
の
周
知
も
強
化
す
る
。

素
案
は
医
師
、教
員
、警
察
、

民
生
委
員
ら
で
つ
く
る
協
議
会

（
会
長
・
福
田
正
人
群
馬
大
大

学
院
教
授
）が
取
り
ま
と
め
た
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
役
所
で

公
開
し
て
お
り
、
１
月
９
日
ま

で
意
見
公
募
し
て
い
る
。

【
お
こ
と
わ
り
】
週
刊
風
っ

子
は
休
み
ま
し
た
。
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災
害
時
に
備
え
、
藤
岡
市
は

日
ま
で
に
、
同
市
神
田
の
市

有
地
に
防
災
拠
点
と
な
る
公
園

を
整
備
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

来
年
度
中
に
基
本
設
計
や
整
地

に
取
り
掛
か
り
、
２
０
２
１
年

度
の
完
成
を
目
指
す
。
仮
設
住

宅
用
地
や
支
援
物
資
の
集
配
拠

点
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る

ほ
か
、
非
常
時
に
は
ヘ
リ
ポ
ー

ト
と
し
て
も
使
え
る
よ
う
に
す

る
。
総
事
業
費
は
約
８
億
円
を

見
込
む
。

市
企
画
課
に
よ
る
と
、
整
備

予
定
地
は
県
道
前
橋
長
瀞
線
の

近
く
に
位
置
し
、
面
積
は
約
４

万
平
方
㍍
。

年
夏
に
完
成
し

た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
隣
接

地
の
た
め
、
災
害
時
に
は
炊
き

出
し
な
ど
を
含
め
一
体
的
な
活

用
も
可
能
と
な
る
。
公
園
内
に

は
防
災
備
品
の
備
蓄
倉
庫
や
貯

水
槽
、
非
常
用
ト
イ
レ
、
電
源

な
ど
も
備
え
る
予
定
。
平
常
時

は
市
民
が
多
目
的
に
楽
し
め
る

よ
う
整
備
内
容
を
検
討
す
る
。

同
課
は
「
予
定
地
は
断
層
が

な
く
、
洪
水
浸
水
想
定
区
域
か

ら
も
外
れ
て
い
る
の
で
、
防
災

拠
点
に
は
非
常
に
適
し
た
土

地
。
市
民
の
安
心
安
全
の
確
保

に
つ
な
げ
た
い
」と
し
て
い
る
。

¬∨
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔∃¬∀

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

⇒

関
連
記
事

面

【
長
野

関
口
和
弘
、
佐
藤
秀
樹
、
和
泉
皓
也
】
日
本
ス
ケ

ー
ト
連
盟
は

日
、
来
年
２
月
の
平
昌
冬
季
五
輪
に
出
場
す
る

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
代
表
の
男
女
各
８
人
を
発
表
し
、
県
勢
は

土
屋
良
輔
選
手

メ
モ
リ
ー
ド
、
嬬
恋
高
出
身

と
佐
藤

綾
乃
選
手

高
崎
健
康
福
祉
大

が
選
ば
れ
た
。

同
日
ま
で
長
野
市
エ
ム
ウ
エ

ー
ブ
で
開
か
れ
た
代
表
選
考
会

で
土
屋
選
手
は
男
子
１
万
㍍
で

優
勝
し
、
同
５
０
０
０
㍍
で
２

位
。
佐
藤
選
手
は
女
子
３
０
０

０
㍍
で
２
位
に
入
っ
た
。
五
輪

初
出
場
と
な
る
２
人
は
記
者
会

見
で
「
地
元
の
た
め
に
も
マ
ス

ス
タ
ー
ト
と
パ
シ
ュ
ー
ト
（
団

体
追
い
抜
き
）
で
メ
ダ
ル
を
狙

う
」
（
土
屋
選
手
）
、
「
良
い

環
境
を
与
え
て
く
だ
さ
る
大
学

に
感
謝
し
て
パ
シ
ュ
ー
ト
で
金

メ
ダ
ル
を
取
り
た
い
」
（
佐
藤

選
手
）と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

土
屋
選
手
は

月
の
全
日
本

距
離
別
選
手
権
で
男
子
５
０
０

０
㍍
と
１
万
㍍
の
２
冠
を
達

成
。

月
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

（
Ｗ
杯
）
で
は
５
０
０
０
㍍
で

好
記
録
を
出
し
、
日
本
の
出
場

枠
確
保
に
つ
な
げ
た
。
佐
藤
選

手
は
Ｗ
杯
の
女
子
マ
ス
ス
タ
ー

ト
で
優
勝
し
、
団
体
追
い
抜
き

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
世
界
記

録
樹
立
に
貢
献
し
た
。

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
で
の
県

勢
の
五
輪
出
場
は
２
０
０
６
年

の
ト
リ
ノ
五
輪
に
出
場
し
た
宮

崎
今
佐
人
さ
ん

‖
嬬
恋
高

出
身
‖
ら
以
来
３
大
会
ぶ
り
。

平
昌
五
輪
に
出
場
す
る
県
勢
は

シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
の
坂
爪
亮

介
選
手

タ
カ
シ
ョ
ー
、

太
田
工
業
高
出
身

と
合
わ
せ

て
３
人
に
な
っ
た
。
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